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特集●地球温暖化対策─京都の約束
地球温暖化対策に関する世界の動向と日本の役割─京都議定書の発効から洞爺湖サミットを経て

環境省地球環境局地球温暖化対策課 徳田 博康・他

地球温暖化のメカニズムと将来予測 (独)海洋研究開発機構地球環境フロンティア研究センター 時岡 達志

地球温暖化対策の評価─アジア地域の対策の重要性を踏まえた提言
国立環境研究所地球環境研究センター 甲斐沼美紀子

地球温暖化のわが国への影響と影響軽減策の展望 (独)国立環境研究所 肱岡 靖明

地球温暖化防止に向けた市民活動 NPO法人気候ネットワーク 浅岡 美恵

地球温暖化─われわれはどこに向かっているのか 大阪大学社会経済研究所 西條 辰義

地球温暖化対策としての森林管理の意義と課題 (独)森林総合研究所温暖化対応推進室 松本 光朗

バイオ燃料─地球温暖化対策としての有効性への疑問と，食糧等との競合問題
NPO法人「環境・持続社会」研究センター 佐久間智子

省エネルギー技術の開発と普及に関する課題と展望 (財)電力中央研究所・社会経済研究所 永田 豊

●視点

ビタミン Dと疾病予防─最近の話題 新潟大学大学院医歯学総合研究科地域予防医学 中村 和利
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編集室通信

中国産冷凍餃子事件をきっかけに，「食
のテーマでいこう」と本誌編集会議にて前号
と今号が特集企画されたのが今年の 3 月，
4 月．まさか半年後，さらに事故米の大問題
が起こるとは．今，食の問題はピークを迎え
ている感がありますが，振り返ると例えば雪
印のときも，狂牛病のときも，ピークと感じてい
たような．食の問題はまだまだ氷山の一角，
これからも後を絶たず，隠されていた闇が
次 と々明るみに出てくる気がします．
食はいのちの基本，作り手の顔がわかる

ことが一番安心です．辿り着く安心の源は，
自給自足，地産地消，手作りの料理でしょう
か．いのちに直結する食だから，危険を感じ
信頼できないものには，消費者として毅然と
「NO」を言いたいし行動したい． (野中)

(担当/野中・今田)
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編集委員（50 音順）

阿彦 忠之 山形県健康福祉部・衛生研究所
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西田 茂樹 福島県衛生研究所

今月の特集に際して，執筆をお引き受けいただいた先

生方から続々と原稿が届く頃，中国における牛乳へのメラ

ミン混入事件のニュースが新たに飛び込んできました．

さらに，度重なる食品偽装問題に続いて，またも経済大

国日本において事故米が流通・使用されていたお粗末な

実態も明らかになっています．

先月の特集タイトル「揺らぐ食品への信頼」に続いて，

今月の「日本の食を守れるか？」は，まさに国民の切実な

声であり，その先には「何とかして食を守りたい」という消

費者の願いが込められていると思います．

一方で，冷凍ホウレンソウの残留濃度違反事件におい

て，残留基準値違反の倍率のみが報道されたため，消費

者に対し毒性があるかのような不安が誘導されたという佐藤

先生のご指摘や，山田先生が言われる「リスクに基づく措

置と法律に基づく措置の違い」など，わが国におけるリス

クに関するコミュニケーションの不足を痛感します．

先日，自宅前で某生協のお兄さんに声をかけられ，有

機野菜の宅配を勧められました．以前は，一般にスーパー

マーケット等でできるだけ安いものを買う傾向がありましたが，

今は少々高値でも産地直送に関心を持つ人も増えてきたの

でしょう．

東京に住んでいる私にとっては，田舎に帰った時に義理

の両親が持たせてくれるお米や野菜のありがたさをしみじみ

とかみしめる今日この頃です． (品川靖子)

あ と が き
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